
国民健康保険 
守ろう！わたしたちの 

◎生涯を通した健康づくりと『健康寿命』をのばすために、次のことを心掛けましょう 

守ろう！わたしたちの 
国民健康保険 

　国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心してお医者さんにかかれるよう、加入者
がみんなでお金（国民健康保険税）を出し合い支え合う制度です。 
　しかし、わが国における急速な高齢化と疾病構造の変化により、国民健康保険の事業運
営はますます厳しいものとなっています。 
　この制度を子どもや孫たちの代にもずっと残していけるように、大切に、上手につき
あっていきましょう。 

◎生涯を通した健康づくりと『健康寿命』をのばすために、次のことを心掛けましょう 

子ども 
のころは… 

よい習慣を身につけて 
一生を健康に 

［早寝、早起き、朝ごはんの習慣を］ 

働き盛り 
の人は… 

心にゆとりをもち 
人生を楽しみたい 

［ストレスを持ち越さない休養を］ 

４０歳 
を過ぎたら… 

健診でわかる 
健診でつながる未来の健康 

［特定健診を受けよう］ 

高齢者 
の人は… 

寝たきりを予防して 
健康長寿 

［転ばない環境を整えよう］ 

★疾病の状況 
　平成２３年５月分の受診件数の多い疾病は、１位高血圧性疾患、２位歯肉炎・歯周疾患、３位糖尿病、４位そのほか
の内分泌・栄養および代謝疾患、５位その他の歯及び歯の支持組織の障がい、６位脊椎障がい（脊椎症を含む）の
順です。また、生活習慣病が疾病全体に占める割合の３５.６１％と高く、次いでがんが１２.９５％となっています。 
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高血圧性疾患 

歯肉炎および歯周疾患 

糖尿病 

関節症 

その他の歯および歯 
の支持組織の障がい 

そのほかの内分泌、 
栄養および代謝疾患 

屈折および 
調節の障がい 

脊椎障がい 
（脊椎症を含む） 

受診件数の多い疾病
（主病）のことです。 
毎年5月診療分につ
いて行われている疾
病分類統計データか
ら、毎年どのような疾
病で受診する方が多
いか、一目で分かる
ようになっています。 

ここでいう 
　多受診とは… 

多受診疾病上位6位の推移 生活習慣病等が占める費用額の割合 平成１９年度～平成２３年度 
疾病分類統計表より 

全体 
4億2518万円 

生活習慣病 
　　　など 

糖尿病 
5.28％ 

糖尿病 
4.42％ 

脂質異常症　2.58％ 

脂質異常症　2.19％ 

高血圧性疾患 
7.04％ 

高血圧性疾患 
8.99％ 

虚血性心疾患 
4.44％ 

虚血性心疾患 
5.48％ 

腎不全 4.59％ 

肝疾患 0.13％ 

歯肉炎・歯周疾患 

矢板市 
2.57％ 

（35.61％） 栃木県 （39.42％） 
歯肉炎・歯周疾患 3.47％ 

骨粗しょう症 0.61％ 

脳梗塞（こうそく） 
4.72％ 

脳梗塞（こうそく） 
4.90％ 

そのほかの脳疾患　3.50％ 

動脈硬化　0.14％ 

そのほか 

がん 

35.61％ 

51.44％ 

12.95％ 

腎不全 5.95％ 

肝疾患 0.34％ 

骨粗しょう症 0.67％ 

そのほかの脳疾患　2.79％ 

動脈硬化　0.23％ 

せき つい 
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問い合わせ／ 
　健康増進課　1（43）1118

０ 

１０億 

２０億 

３０億 

４０億 

５０億 

６０億 

７０億 

２,５００ 

５,０００ 

７,５００ 

１０,０００ 

１２,５００ 

１５,０００ 

国民健康保険 
守ろう！わたしたちの 

１０万 

２０万 

３０万 

４０万 

６０万 

７０万 

８０万 

９０万 

守ろう！わたしたちの 守ろう！わたしたちの 
国民健康保険 国民健康保険 
矢板市の医療費の状況 
医療費の推移 １人あたり医療費の推移 

後期（高齢者）＝７５歳以上の方および一定以上の障がいのある６５歳以上
の方。 

退職＝会社や役所などを退職し、年金を受けられる６５歳未満の方とその
被扶養者は、退職医療制度による医療を受ける被保険者となります。 

一般＝後期医療・国保退職に該当する方を除く国民健康保険被保険者。 

（人） （円） （円） 

後期 退職 一般 

２１年度 １８年度 

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 

１９年度 ２０年度 ２２年度 ２３年度 

被保険者数 

一般（矢板市） 
一般（栃木県） 

退職（矢板市） 
退職（栃木県） 

後期（矢板市） 
後期（栃木県） 

総数（矢板市） 
総数（栃木県） 

１４,０２９ 

１３,１６４ 
 １２,８７７ 

１３,８５４ １３,９９１ １４,０３２ 

２２億 
７５４０万 

６億 
８４００万 

７億 
５００万 

１億 
６９００万 

１億 
６７００万 

１９億 
８４００万 

１９億 
６３００万 

２６億 
６５００万 

３０億 
２６００万 

３３億 
８６００万 

６２億 
２１００万 ６２億６３００万 

２億 
１２００万 

２３億 ２４億 
３０００万 

２６億 
２３００万 ２５億 

６１００万 

４９億 
４３４０万 

４９億 
６８００万 

５２億 
６４００万 

５７億 
５４００万 ８０万３５７４ 

８２万４２８５ 

７２万７５８９ 

平成１８年度～ 
平成２３年度事業年報より 

平成１８年度～ 
平成２３年度事業年報より 

７６万４０１３ 

７６万６０１９ ７９万６６４１ 

８１万１６６０ 

７５万３２２２ 

８１万９９８１ 

７６万５１２６ 

３５万３８３６ 

３７万５４８ 
３８万６３９８ ３７万９３７８ 

３４万４６６４ 

３４万６７４６ 

３８万８３４２ 
３９万２１５９ 

３２万５４５ 

４１万９５６７ ３６万７８５０ 

４１万７７６７ 
４４万６４８０ 

３６万９０６４ 

３８万５９ 
４１万１２６９ ４４万３４４３ 

４１万９５０５ 

３１万６０２４ ３１万６０２４ 

３５万９５９２ 

４０万８８２０ 

３８万９２４４ 

２５万６７２２ 
２７万９０７ ２７万９２１５ 

２３万２９８８ ２２万５８８７ 

※平成１９年度以前は老人保健制度の数字です。 

２８万６０９ 

２４万２２８６ 

２１万３８９ 
１８万８６２１ 

２６万９１８８ 

医療費を少しでも抑えるため、 
次のことにご協力をお願いします。 
・かかりつけ医をもちましょう。 

・ハシゴ受診はやめましょう。 

・医師には症状を正直に話し、指示や制限を守りましょう。 

・注射や薬をねだるのはやめましょう。 

・ジェネリック医薬品について医師・薬剤師に相談してみましょう。 

・医療費に関心を持ち、医療費通知を健康管理に役立てましょう。 
　（平成２５年度から医療費通知は年６回から２回に変更になります。） 

※ 

３４億 
２８００万 

２億 
６００万 

２６億 
２９００万 

３６万９０６４ 

２５万５２３ 
２６万１６４３ 

�


